
『磁極反転の日』 
は来るか	

伊与原　新	









　　　　　 あらすじ 
地磁気のＮ極とＳ極が反転し始
めた。大規模な地磁気嵐が発生
し、東京上空にオーロラが出現。
異様な寒冷化と降り注ぐ宇宙線
に不安が広がる中、女性記者浅
田柊の耳に奇妙な話が聞こえて
くる。都内の病院から妊婦たち
が次々と失踪しているというの
だ。謎の団体、脳科学の闇、不
可解な妊婦の死。取材の果て、
柊が突き止めた恐るべき真相と
は…？ 



逆転に要する時間＝数千年程度 
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（非双極子成分は残る） 

回復 

逆磁極期 遷移期 

地磁気の逆転 

地磁気エクスカーション 



←現在 

←78万年前 

←260万年前 

←358万年前 

ブリュンヌ期（正） 

マツヤマ期（逆） 

ガウス期（正） 

ギルバート期（逆） 

黒：正磁極期　白：逆磁極期 
小玉一人『古地磁気学』より 



逆転・エクスカーション期の地磁気強度 

Guyodo & Valet (1999) に加筆 
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年代（×1000年前）	 最後の逆転 
（78万年前）	



★ 小説『磁極反転の日』では，まず…… 
● 地磁気の急激な減衰 
　　　物語上，逆転に3000年はかけられない 
　　　２年間で地磁気がほぼゼロになるという設定 

地磁気観測所HPより 
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EARTH'S MAGNETIC FIELD FLIPPED SUPERFAST

Just north of a truck stop along Interstate 80 in Battle Mountain, Nevada,
lies evidence that the Earth’s magnetic field once went haywire.

[partner id="sciencenews" align="right"] Magnetic minerals in 15-million-
year-old rocks appear to preserve a moment when the magnetic north pole
was rapidly on its way to becoming the south pole, and vice versa. Such
“geomagnetic field reversals” occur every couple hundred thousand years,
normally taking about 4,000 years to make the change. The Nevada rocks
suggest that this particular switch happened at a remarkably fast clip.

Anyone carrying a compass would have seen its measurements skew by

ALEXANDRA WITZE, SCIENCE NEWS SCIENCE

SUBSCRIBE

『WIRED』より 

・ネバダ州Battle山 
　　　1600万年前の溶岩 
　　　44度/年の古地磁気方位変化 ＝４年で逆転？ 
　　　　　　　　　　　　　　　　Bogue & Glen (2010) 
・オレゴン州Steens山 
　　　1500万年前の溶岩 
　　　58度/年の古地磁気方位変化 ＝３年で逆転？ 
　　　　　　　　　　　　　　　　Mankinen et al. (1985) 



● 第１章 「東京オーロラ」 
 東京でオーロラが……　 主人公が宇宙天気予報センターへ 



上出洋介『太陽と地球のふしぎな関係』より 



● 地磁気という“盾”を失い、インフラ等が大混乱 
　　宇宙天気予報サービスが生活に欠かせないという状況に 

NICT宇宙環境研究室「宇宙天気パネル」より 

高エネルギー粒子 
・ロシアの宇宙飛行士が被曝 
・宇宙ステーション・人工衛星が落下 
（ex. 火星探査機「のぞみ」，天文衛星「あすか」） 

電離圏の擾乱 
・地上の通信，衛星通信，GPSの障害 

磁気嵐の影響（地磁気誘導電流） 
・送電網，発電所の障害 
（ex. 1989年カナダ，2003年スウェーデンの大停電） 
・鉄道など交通の障害 

航空機 
・高高度の飛行禁止，被曝事故 
・通信障害による“行方不明” 

こうした事態が長期にわたって継続＝現代文明の危機 



地磁気の減衰 
 

大気に侵入する宇宙線増加 
 
 
 

雲量の増加 
 

寒冷化（日傘効果） 

● 寒冷化 
　　　 
　小説では, 
　　６月の東京に雪が…… 

Svensmark (2007) 

スベンスマルク効果 

※イメージ 

宇宙線カウント数	

低層雲量	



Carslaw et al. (2007) 

メカニズムとしては，宇宙線が…… 
    大気分子をイオン化，凝集 凝結核となるエアロゾルを生成 

・CERNの加速器を使った「CLOUD」実験 
　　　 
・雲の“素”（水蒸気・二酸化硫黄）が豊富なのは低緯度 
　　　　　　逆転時には低緯度の宇宙線カットオフが低下 
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78万年前（上図）と 107万年前（下図）の地磁気逆転期に観測された気候変化 A: 地
磁気極性。黒は、現在と地球磁場の方向が同じ正極性、白は逆極性（現在とは南北逆向

き）の時代を示す。B: 本来、このカーブのような気温変化が観測されると予想されて
いた。C: 過去の地球磁場の強さ。1 が現在の値。D: 宇宙線量の変化。1 が現在の値。
E-I: 花粉化石から推定された気候変化。気温年較差（H）は、F から G を差し引いた
値。 A,C: Hyodo et al. (2006), Kitaba et al. (2013), B: Lisiecki & Raymo (2005), D: 
Wagner et al. (2000), Kitaba et al. (2013) 
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古地磁気からの証拠　大阪湾の堆積物（地磁気強度と花粉分析） 

Kitaba et al. (2017) 



1976年初版 

『約10万年に１回，地磁気が大
病にかかって磁気圏が縮小し，
宇宙線や高エネルギー荷電粒子
がやって来ていたずらをし，大
気異常や温室効果の急減を引き
起こして，寒冷がやって来る』 

“地磁気の冬” 



全球凍結も地磁気の弱化が原因？ Maruyama & Santosh (2008) 

Maruyama et al. (2007) Ga （×10億年前） 



● 生物圏への影響は？ 
　　　 
小説では…… 
・人々にとって一番の不安は，放射線 
・皆が宇宙天気予報をチェックし，大規模な太陽フレアや 
　プロトン現象の発生を警戒 
・非双極子磁場の“目玉”から逃げる人々，集まる人々 
・無磁場環境が胎児，乳幼児の生育にどう影響するか 
 
 
事実としては…… 
・磁気圏が消失したとしても，高エネルギー粒子の大半は 
　大気によって遮蔽される 
・逆転時に地表まで到達する宇宙線量は，現在の２倍程度 
・逆転時に高等生物の絶滅があったという証拠はない 

ヒトの脳の磁鉄鉱 

Kirschvink et al. (1992) 



ただし…… 
 ・大規模な太陽フレア等による被曝はどうなのか？ 
 
 ・紫外線の影響はかなり大きいだろう 
　  宇宙線が中間圏・成層圏の大気を電離　　NOx生成 
　　　オゾン層破壊　　紫外線によるDNAへのダメージ 
 
・NOxは酸性雨の原因物質　 
 
 
そして，もしかしたら…… 
　逆転頻度と大量絶滅の間には何か関係が……？ 
　（逆転頻度が高い＝地磁気が弱々しい時代が長く続くと） 



磯崎（2012） 



磯崎（2012） 



磯崎（2012） 
スーパークロン：数千万年 
にわたり逆転がない 



磯崎（2012）に一部加筆 
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● 物語の終盤では…… 
 
・太陽活動サイクルの極大期に入り，Xクラスの太陽フ
レアが頻発 

・双極子磁場が1%以下にまで低下し，IUGG（国際測
地学・地球物理学連合）の「地磁気逆転判定会議」が
〈無磁場フェーズ〉に入ったことを宣言 

・過去最大の太陽フレア（X35）が発生，東京が大停
電に見舞われて…… 



● まとめにかえて 
 
小説では，人々はインフラの混乱以上に， 
デマ・うわさ・科学的根拠の乏しい言説に振り回される 
 
・「太陽風がくる！」「殺人宇宙線の恐怖！」 
・心筋梗塞，自律神経の異常，精神疾患 
・不妊，胎児の発育に悪影響，発達障害 
・動物や植物の異常（巨大ネズミ），新種のウイルス 
・氷河期がくる 
・太陽風によって大気がはぎ取られ，酸素がなくなる 
・そのうちスーパーフレアが起きて，人類は滅亡する 
・政府も科学者も，本当のことを言っていない 
 


